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・外来センター設立

　脊椎・脊髄外科センター / 不整脈センター / 摂食嚥下センター

・集中ケア認定看護師教育課程入学式
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■ 外来センター設立

 【杏林大学医学部付属病院】
 〒 181-8611  三鷹市新川 6-20-2
 ℡ 0422-47-5511（代表）
 http://www.kyorin-u.ac.jp/hospital

・PEG 地域連携研究会設立
・総合防災訓練
・診療科紹介 / 消化器内科
・医療の質をまとめた本を出版
・講演会等のご案内
　心臓病の早期発見と予防 /
　新型インフルエンザの脅威とその対策 /
　高齢者介護・看護・医療フォーラム
　

　当院は、基本方針の一つに「チームワークによる質の高い医療を提供する」ことを掲げています。この方針に従い当院では、一つ
の疾病に対し複数の診療科の医師が他職種の医療従事者とともに、専門的な知識と技術で患者さんの診療を行う外来センターを立ち
上げました。このセンターの設立により、診療科の枠を超えた診療が行われ、これまで以上に良質で専門的な医療を患者さんに受け
ていただけるようになります。外来センターには、脊椎・脊髄疾患の診察、外科的治療を専門医が行う「脊椎・脊髄センター」、不
整脈による症状と QOL（生活の質）の改善、心臓突然死の予知と予防を担う「不整脈センター」、摂食嚥下障害に対するチーム医療
を行う「摂食嚥下センター」の 3 部門が設置されています。

◆脊椎・脊髄外科センター◆不整脈センター◆摂食嚥下センター

【診療日】
初診：月～金　午前９時～ 11 時 30 分
再診：月～金（予約制）
特殊外来 *：水　午後 13 時 30 分～ 15 時 30 分
* ペースメーカー・植込み型除細動器・  心臓再同期療法施行患者を対象

＜総括責任者＞池田　隆徳（循環器内科）

【診療日】
初診：月、木　午後 13 時 30 分～ 15 時 30 分
＜センター責任者＞

整形外科臨床教授、脊椎・脊髄外科指導医　市村正一

＜統括責任者＞

整形外科主任教授、脊椎・脊髄外科指導医　里見和彦

　
日
本
脊
椎
脊
髄
病
学
会
の
認
定
す
る
脊
椎
脊

髄
外
科
指
導
医
が
、
他
科
と
の
協
力
体
制
の
も

と
脊
椎
・
脊
髄
疾
患
の
診
察
、
治
療
に
あ
た
り

ま
す
。
手
術
中
に
Ｃ
Ｔ
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス

テ
ム
を
導
入
し
た
イ
ン
ス
ツ
ル
メ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
手
術
や
、
腰
椎
椎
間
板
ヘ
ル
ニ
ア
に
対
す
る

内
視
鏡
手
術
、
レ
ー
ザ
ー
手
術
な
ど
、
最
先
端

の
治
療
を
最
新
設
備
の
整
っ
た
施
設
で
行
い
ま

す
。

　

※
初
診
は
紹
介
患
者
の
み
受
付
し
ま
す
。
当
院
の
医

療
連
携
室
で
「
脊
椎
セ
ン
タ
ー
」
を
ご
予
約
下
さ
い
。

　

不
整
脈
の
症
状
と
Q
Ｏ
Ｌ
の
改
善
、
心
臓
突

然
死
の
予
知
と
予
防
を
担
う
部
門
と
し
て
設
置

さ
れ
ま
し
た
。
高
度
先
端
医
療
技
術
を
駆
使
し

た
不
整
脈
の
診
断
・
治
療
を
積
極
的
に
提
供
し
、

特
殊
診
断
装
置
を
用
い
て
、
患
者
さ
ん
の
リ
ス

ク
評
価
を
全
国
に
先
駆
け
て
行
っ
て
い
ま
す
。

治
療
は
薬
物
療
法
の
み
な
ら
ず
、
高
度
先
端
医

療
機
器
で
あ
る
体
内
埋
め
込
み
式
の
植
込
み
型

除
細
動
器
（
Ｉ
Ｃ
Ｄ
）
な
ど
に
よ
る
治
療
を
積

極
的
に
推
進
し
て
い
ま
す
。

【診療日】
月～金曜　午前 8 時 45 分～ 12 時
土曜　　　午前 8 時 45 分～ 11 時
＜総括責任者＞唐帆健浩（耳鼻咽喉科・頭頸科）

　

複
数
の
診
療
科
医
師
や
多
職
種
の
専
門
家

に
よ
っ
て
、
摂
食
嚥
下
障
害
に
対
す
る
チ
ー

ム
医
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。
水
や
お
茶
を

飲
む
際
に
ム
セ
る
方
、
嚥
下
性
肺
炎
を
繰

り
返
す
方
の
嚥
下
機
能
を
検
査
し
、
嚥
下
指

導
や
手
術
の
適
応
に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

ま
た
、
摂
食
嚥
下
障
害
の
た
め
に
既
に
胃
瘻
な

ど
の
経
管
栄
養
が
行
わ
れ
て
い
る
方
に
も
、
現

時
点
で
の
摂
食
嚥
下
機
能
を
検
査
し
、
少
し
で

も
口
か
ら
食
べ
る
事
が
出
来
な
い
か
を
検
討
し

ま
す
。

　

当
院
は
、
昨
年
11
月
1
日
に
集
中
ケ
ア
認
定
看
護

師
（
※
）
の
教
育
機
関
と
し
て
、
日
本
看
護
協
会
よ

り
認
定
を
受
け
、
今
年
5
月
に
第
1
期
生
と
な
る
入

学
者
の
募
集
を
開
始
し
た
と
こ
ろ
82
名
も
の
応
募
が

あ
り
、
選
抜
試
験
を
突
破
し
た
24
名
の
入
学
式
が
9

月
1
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

入
学
式
で
は
、
福
井
ト
シ
子
看
護
部
長
か
ら
の
訓

辞
に
続
き
、
道
又
元
裕
主
任
教
員
か
ら
「
こ
れ
か
ら

学
ぶ
6
ヶ
月
の
中
で
、
こ
の
24
名
は
か
け
が
え
の
な

い
仲
間
に
な
り
ま
す
。
将
来
、
杏
林
大
学
病
院
の
教

育
課
程
を
卒
業
し
た
人
た
ち
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を

と
る
よ
う
に
な
っ
て
欲
し
い
」
と
励
ま
し
の
言
葉
が

送
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
応
え
て
入
学
生
を
代
表
し

て
木
下
恵
理
さ
ん
が
「
同
じ
夢
を
持
つ
友
人
た
ち
と

支
え
あ
い
、
集
中
ケ
ア
認
定
看
護
師
に
な
る
為
に

日
々
勉
強
に
励
み
ま
す
。
学
ぶ
ほ
ど
謙
虚
に
な
り
、

人
と
し
て
成
長
す
る
努
力
を
行
う
こ
と
を
決
意
し
ま

す
」
と
誓
い
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　

24
名
の
研
修
生
た
ち
は
、
現
在
集
中
ケ
ア
認
定
看

護
師
の
資
格
取
得
を
目
指
し
、
日
々
努
力
し
て
い
ま

す
。

※
集
中
治
療
室
（
I
Ｃ
U
）
な
ど
に
入
院
す
る
重
症
患
者
の
看
護
を
行
う

た
め
の
、
集
中
ケ
ア
に
関
す
る
専
門
知
識
と
高
い
技
術
を
身
に
付
け
た
看

護
師
の
専
門
資
格

■
集
中
ケ
ア
認
定
看
護
師
教
育
課
程
入
学
式  



■ 

地
震
を
想
定
し
総
合
防
災
訓
練  

■当院の「医療の質」をまとめた本を出版 
◆公開講演会「心臓病の早期発見と予防」

　
「
午
後
3
時
、
多
摩
東
部
を
震
源
と
し
た
震
度
6
強
の

地
震
が
発
生
。
火
災
が
発
生
し
た
第
１
病
棟
3
階
、
5
階

の
ベ
ラ
ン
ダ
で
数
名
が
救
助
を
求
め
て
い
る
」
の
想
定
の

も
と
、
防
災
の
日
の
9
月
1
日
（
火
）、
当
院
の
セ
ン
タ
ー

プ
ラ
ザ
中
央
で
本
部
自
衛
消
防
隊
長
（
総
務
部
長
）
以
下

54
名
の
自
衛
消
防
隊
員
や
、
三
鷹
消
防
署
長
以
下
約
20
名

の
署
員
ら
が
参
加
し
て
、
初
動
処
置
と
救
助
の
訓
練
を
行

い
ま
し
た
。
総
務
課
の
後
藤
自
衛
消
防
隊
長
よ
り
三
鷹
消

防
署
大
隊
長
に
1
1
9
番
通
報
が
行
わ
れ
、
直
ち
に
消
防

隊
が
救
出
救
助
活
動
を
開
始
、
続
い
て
自
衛
消
防
隊
と
ポ

「杏林大学病院を語る－最先端医療で時代を
リード－医療者たちの熱い闘い」（発行元：イ
ンターメディカ　定価・税別：3,000 円）が 7
月 24 日に全国の書店で発売されました。本書
は、厚生労働省が重視するがんなどの 4 大疾
病や医療計画（救急、災害、へき地医療、周産
期、小児医療）を取り上げるとともに、多岐に
わたる疾病の診療実績等を紹介しています。

ン
プ
隊
が
一
斉
放
水
を
行
い
ま

し
た
。

　

最
後
に
後
藤
自
衛
消
防
隊
長

か
ら
「
こ
の
訓
練
を
機
に
更
な

る
震
災
対
策
の
徹
底
に
努
め
、

安
全
対
策
の
万
全
を
図
る
よ
う

に
」
と
の
講
評
が
あ
り
、
演
習

を
終
了
し
ま
し
た
。

講　師　循環器内科　吉野秀朗教授 
日　時　平成 21 年 11 月 7 日（土）　
午後 13 時 30 分～ 15 時
場　所　杏林大学大学院講堂
心臓病は、狭心症・心筋梗塞などの虚血性心疾患、心
臓の収縮機能異常で起こる心不全など様々な病気があ
ります。死に直結するものもあれば、早期発見し適切
な治療によって日常生活を支障なく過ごせる病気も多
くあります。
心臓病の発病の機序、病気の早期発見法、最近の治療
法を、予防方法を含めて分かりやすく解説します。

◆第 13 回 高齢者介護・看護・医療フォーラム

世話人　杏林大学高齢医学　鳥羽研二教授
日　時　12 月 5 日（土）　
午後 13 時～ 15 時 30 分　
場　所　杏林大学大学院講堂
このフォーラムは高齢者の医療、看護、介護について実
地業務に携わる方から、問題提起や取り組みについて話
を聞く公開講座です。高齢医学の鳥羽研二教授のもと「認
知症の現状を考える」と「病院・施設での転倒リスクマ
ネジメント」の 2 つをテーマにシンポジウム形式で行
います。

◆杏林医学会市民公開シンポジウム
　　　「新型インフルエンザの脅威とその対策」
講　師　神奈川県警友会 ･ けいゆう病院小児科部長 菅谷憲夫　先生
日　時　11 月 21 日（土）午後 13 時～ 14 時 55 分
場　所　杏林大学医学部学生講義棟第一講堂
本シンポジウムでは菅谷憲夫先生に「ブタ由来新型インフルエンザ対策
の課題」に関する基調講演をしていただきます。続いて、本学医学部・
保健学部・杏林病院中央検査部および同医療安全管理室のスタッフによ
り杏林病院における新型インフルエンザに対する取り組み等を紹介いた
します。

当
科
で
は
、
一
般
的
な
も
の
か
ら
特
殊
な
疾
患
ま
で
最
新

の
診
断
・
治
療
法
を
駆
使
し
診
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。

当
科
の
特
色

・
全
て
の
消
化
器
病
を
網
羅
す
る
診
療
体
制

　

消
化
器
病
関
連
学
会
の
専
門
医
、
指
導
医
が
19
名
在
籍

し
て
い
ま
す
。
食
道
か
ら
大
腸
ま
で
の
消
化
管
、
肝
臓
、

胆
嚢
、
膵
疾
患
と
全
て
の
消
化
器
病
を
各
種
専
門
医
が
診

療
で
き
る
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。

■
消
化
器
内
科

新
宿
以
西
最
大
の
規
模
を
誇
る
診
療
科

・
24
時
間
体
制
の
緊
急
治
療
に
対
応

　

緊
急
内
視
鏡
治
療
、
急
性
胆
の
う
炎
等
へ
の
ド
レ
ナ
ー

ジ
治
療
が
い
つ
で
も
行
え
る
よ
う
、
24
時
間

365
日
準
備
を

し
て
い
ま
す
。

・
身
体
に
優
し
い
治
療

　

肝
癌
に
対
す
る
超
音
波
ガ
イ
ド
下
ラ
ジ
オ
波
焼
灼
療

法
、
急
性
胆
嚢
炎
、
胆
管
炎
に
対
す
る
ド
レ
ナ
ー
ジ
術
等
、

身
体
に
負
担
の
少
な
い
治
療
法
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

診
療
科
紹
介

■ 「
Ｐ
Ｅ
Ｇ
地
域
連
携
研
究
会
」
を
設
立  

KYORIN UNIVERSITY HOSPITAL

　

消
化
器
・
一
般
外
科
で
は
、
内
視
鏡
的
胃
瘻
造
設

術
（
以
下
、
P
E
G
：
p
e
r
c
u
t
a
n
e
o
u
s 

e
n
d
o
s
c
o
p
i
c 

g
a
s
t
r
o
t
o
m
y
）

を
精
力
的
に
行
っ
て
お
り
、
平
成
20
年
度
の
総
件
数
は

131
件
に
な
り
ま
し
た
。
患
者
さ
ん
は
退
院
後
、
近
隣
医

療
機
関
に
転
医
と
な
る
た
め
、
カ
テ
ー
テ
ル
管
理
･
交

換
な
ど
に
関
し
て
円
滑
な
地
域
連
携
の
必
要
性
が
あ
り

ま
す
。
そ
こ
で
、
胃
瘻
に
関
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作

り
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
正
し
い
胃
瘻
管
理
の
啓
発

を
行
い
、
地
域
医
療
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

「
P
E
G
地
域
連
携
研
究
会
」
を
こ
の
ほ
ど
設
立
し
ま

し
た
。

　

会
の
具
体
的
な
目
的
は
、
①
学
術
集
会
の
開
催
、
②

コ
メ
デ
イ
カ
ル
対
象
の
セ
ミ
ナ
ー
開
催
、
③
P
E
G

マ
ッ
プ
、
P
E
G
地
域
連
携
パ
ス
を
作
成
し
地
域
連
携

を
推
進
す
る
、
な
ど
で
す
。
本
会
は
こ
の
目
的
に
賛
同

す
る
三
鷹
市
、
武
蔵
野
市
、
調
布
市
、
狛
江
市
、
世
田

谷
区
の
医
療
従
事
者
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
、
事
務
局
で

あ
る
当
科
か
ら
顧
問
に
跡
見
裕
教
授
、
代
表
世
話
人
を

杉
山
政
則
教
授
、
幹
事
を
竹
内
弘
久
医
師
が
担
当
し
、

よ
り
円
滑
な
運
営
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
P
E
G
に
特
化
し
た
地
域
連
携
研
究
会

は
過
去
に
例
が
な
く
、
類
似
し
た
研
究
会
も
三
鷹
周
辺

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
超
高
齢
化
社
会
を
迎
え
て
い
る
時

代
の
要
請
と
し
て
、
本
会
が
果
た
す
役
割
は
き
わ
め
て

大
き
い
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。
本
会
を
き
っ
か
け
と

し
て
、
摂
食
障
害
の
患
者
さ
ん
だ
け
で
は
な
く
、
さ
ま

ざ
ま
な
疾
患
に
お
い
て
地
域
連
携
が
よ
り
円
滑
な
も
の

に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
第
2
回
学
術
集
会
は

11
月
6
日
に
予
定
し
て
い
ま
す
。

そ
の
他
、
当
科
が
関
与
す
る
地
域
連
携
に
関
す
る
研
究

会
は
次
の
と
お
り
で
す
。

･
多
摩
大
腸
疾
患
懇
話
会

･
D
i
g
e
s
t
i
v
e 

d
i
s
e
a
s
e
カ
ン　

　

フ
ァ
ラ
ン
ス

･
多
摩
低
侵
襲
治
療
研
究
会

･
多
摩
肝
胆
膵
ク
ラ
ブ

･
多
摩
E
S
D
ク
ラ
ブ

円
滑
な
地
域
連
携
の
確
立
を
目
指
し
て


